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選択科目          林業・林産 

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。なお，英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 
 

技術部門            森林部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号 Ⅰ－２ 

（ １ ） Ｓ Ｄ Ｇ Ｓ 目 標 １ ５ の 実 現 に 向 け た 課 題  

①  持 続 可 能 な 森 林 の 経 営  

ア ）  未 整 備 林 の 存 在  

森 林 は 目 的 に 応 じ て 適 切 な 管 理 が 必 要 で あ る が 、

高 齢 化 ・ 世 代 変 わ り に よ っ て 所 有 不 明 林 や 未 整

備 放 置 林 が 増 加 し て い る 。  

イ ）  施 業 コ ス ト の 高 さ  

適 切 な 管 理 の た め に は 、 間 伐 ・ 主 伐 ・ 再 造 林 ・

初 期 保 育 等 、 多 く の 施 業 が 必 要 で あ る が 、 い ま

だ 人 力 に 頼 る 部 分 も あ り 、 効 率 化 が 進 ま ず 高 コ

ス ト と な っ て い る 。 費 用 負 担 が 利 益 を 圧 迫 し 、

経 営 の 意 欲 が 減 退 し て い る 。  

②  持 続 可 能 な 利 用 の 推 進  

我 が 国 の 人 工 林 の 齢 級 割 合 は 、 １ ０ ～ １ １ 齢 級 の

割 合 が ７ ０ ％ を 占 め 、 不 均 一 な 状 態 で あ る 。 こ の

ま ま で は 将 来 の 安 定 的 な 木 材 供 給 に 不 安 が あ る 。  

（ ２ ）  課 題 と 解 決 策  

施 業 コ ス ト の 低 減 に つ い て 解 決 策 を 検 討 す る 。  

①  一 貫 施 業  

従 来 の 造 材 と 造 林 の 別 発 注 で は 、 機 械 の 運 搬 や 地

拵 え 等 、 重 複 し た 経 費 が 発 生 し て 効 率 が  悪 い 。

造 林 作 業 に 造 材 で 使 用 し た 機 械 を 転 用 し 、 地 拵 え

や 苗 木 の 運 搬 を 行 い 効 率 を 上 げ る 。  

②  コ ン テ ナ 苗  

コ ン テ ナ 苗 は 根 系 が 根 鉢 に ま と ま り 、 活 着 が 良 い



技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 
 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

た め 植 付 時 期 を 選 ば な い 。 コ ン テ ナ 苗 を 使 用 す る

こ と に よ っ て 、 植 付 作 業 の 平 準 化 を 行 い 、 根 鉢 が

小 径 な の で 、 エ ン ジ ン オ ー ガ ー や ス ペ ー ド を 使 用

す る こ と が 可 能 に な り 、 効 率 が 向 上 す る 。  

③  植 栽 密 度 の 見 直 し  

現 在 ３ ０ ０ ０ 本 ／ h  a  の 植 栽 密 度 を ２ ０ ０ ０ ～  

１ ５ ０ ０ 本 ／ h  a  に 減 じ 、 植 付 本 数 自 体 を 減 ら す 。  

④  下 刈 り 方 法 の 見 直 し  

現 在 の 全 刈 り 方 法 か ら 、 筋 刈 り や 坪 刈 り 等 に 変 更

し 、 初 期 保 育 の 作 業 負 担 を 減 ら す 。  

（ ３ ）  解 決 策 に 生 じ る 新 た な リ ス ク と 対 策  

①  一 貫 施 業 の 場 合 、 新 た な 負 担 が 本 来 の 造 材 作 業

の 効 率 に 悪 影 響 を 及 ぼ す こ と が 考 え ら れ る 。  一

定 期 間 の 造 材 材 積 を 記 録 し 、 低 下 が 見 ら れ れ ば 負

担 を 造 林 作 業 と 調 整 す る 等 の 対 策 を 考 え る 。  

②  コ ン テ ナ 苗 は 、 現 状 で は 生 産 業 者 が 少 な く 、 生

産 量 も 少 な く 単 価 も 高 い 。 今 後 一 貫 施 業 と コ ン テ

ナ 苗 の 実 施 量 を 増 や し 、 長 期 的 な 計 画 を た て て 生

産 業 者 と 共 有 し 、 流 通 量 を 増 や し て 価 格 を 低 減 さ

せ る 。  

③  植 栽 密 度 と 下 刈 り 方 法 の 見 直 し に 関 し て は 、 全

国 的 に  一 律 の 方 針 は 無 い 。 ま た 地 域 や 環 境 に よ

っ て 成 果 が 異 な る こ と が 予 想 さ れ る た め 、 今 後 小

規 模 に 試 行 し 地 域 や 樹 や 環 境 に よ っ て 成 果 が 異 な

る こ と が 予 想 さ れ る た め 、 今 後 小 規 模 に 試 行 し 地



技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 
 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

域 や 樹 種 に 適 し た 基 準 を 決 め て い く 。 種 に 適 し た

基 準 を 決 め て い く 。  

（ ４ ）  倫 理 、 持 続 可 能 な 要 件 倫 理 、 持 続 可 能 な 要 件  

倫 理 と し て は 、 新 た な 技 術 は 普 段 と 違 う 機 械 の 運 用

を 要 求 し た り 、 新 た な 機 器 を 使 用 す る こ と に な  る  。

現 場 作 業 員 に は 安 全 研 修 や 新 技 術 の 指 導 を 行 う 。  

持 続 可 能 な 要 件 は 、 公 益 を 優 先 し 、 成 果 結 果 を 必 要

な 人 に 公 開 を す る こ と と し 、 新 た な 技 術 は 将 来 の 基 準

と な る 為 、 次 世 代 に 引 き 継 ぐ よ う に す る 。 失 っ て は い

け な い 技 術 も 正 確 に 継 承 し て ゆ く 。  



選択科目         森林土木 

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

 

技術部門          森林部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号 Ⅰ－２   

１  S D G s 目 標 １ ５ 実 現 の た め の 課 題  

我 が 国 は 、 森 林 資 源 が 充 実 し て い る こ と か ら S D G s

に 貢 献 で き る 状 況 に あ る 。 特 に 森 林 の 多 面 的 機 能 の 発

揮 と 木 材 の 利 用 に お い て S D G s の 様 々 な 目 標 に 貢 献 す

る 。  

持 続 的 な 森 林 経 営 の 実 現 の た め の 課 題 を 森 林 経 営 の

効 率 化 、 林 業 労 働 力 の 確 保 、 木 材 産 業 に お け る 流 通 の

合 理 化 の 観 点 か ら 述 べ る 。  

１ ） 森 林 経 営 の 効 率 化  

森 林 資 源 は 充 実 し て い る が 、 経 済 ベ ー ス で 十 分 に 活

用 で き て い な い 。 そ の 理 由 と し て は 、 小 規 模 ・ 分 散 的

な 所 有 形 態 と 材 価 の 低 迷 に よ る 森 林 所 有 者 の 経 営 意 欲

の 減 退 に あ る 。 「 伐 っ て 使 っ て 植 え る 」 と い う 資 源 の

循 環 サ イ ク ル に お い て 安 定 的 な 森 林 経 営 を 行 う た め に

は 、 森 林 経 営 の 効 率 化 が 課 題 で あ る 。  

２ ） 林 業 労 働 力 の 確 保  

林 業 従 事 者 は 長 期 的 に 減 少 傾 向 で 推 移 し て お り 、 高

齢 化 率 も 高 い 。 近 年 で は 伐 木 造 材 従 事 者 は 増 加 傾 向 に

あ り 、 若 年 者 率 も 上 が る な ど 明 る い 兆 し も あ る が 、 今

後 の 資 源 量 に 比 例 し た 事 業 量 に 対 応 す る た め に は 、 労

働 力 の 確 保 は 重 要 で あ る 。  

新 規 就 業 者 の 定 着 と 高 度 な 知 識 と 技 術 を 持 っ た 労 働

者 を 確 保 す る た め に は 、  

①  労 働 環 境 の 整 備  

労 働 災 害 を 防 止 し 、 健 康 で 安 全 な 職 場 づ く り を 行 う



技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 
 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

の は 必 須 条 件 で あ る 。 具 体 的 に は 、  

・ 高 性 能 林 業 機 械 導 入 や 路 網 整 備 に よ る 労 働 負 荷 軽 減  

・ チ ェ ー ン ソ ー 防 護 衣 の 普 及 。  

・ 伐 倒 技 術 の 基 礎 訓 練 等 各 種 安 全 研 修 の 実 施 。  

②  労 働 条 件 の 改 善  

林 業 従 事 者 の 仕 事 へ の 意 欲 を 向 上 さ せ る た め に 、 能

力 や 業 績 に 応 じ た 昇 給 昇 格 や 月 給 制 、 週 休 ２  日 制 の

導 入 を 検 討 す る 。  

３ ） 木 材 産 業 に お け る 流 通 の 合 理 化  

我 が 国 の 原 木 供 給 は 、 小 規 模 分 散 的 で 変 動 す る 需 要

の 把 握 が 進 ん で い な い こ と か ら 、 原 木 を 安 定 的 、 効 率

的 に 供 給 で き て い な い 。  

今 後 は 、 需 要 者 が 求 め て い る 品 質 、 数 量 の 木 材 を 的

確 に 供 給 で き る マ ー ケ ッ ト イ ン の 発 想 に よ り 、 サ プ ラ

イ チ ェ ー ン を 再 構 築 す る 必 要 が あ る 。  

２  最 も 重 要 な 課 題  

森 林 所 有 者 の 経 営 意 欲 を 喚 起 し 、 持 続 的 な 森 林 経 営

を 行 う た め の 最 も 重 要 な 課 題 と し て 、 森 林 経 営 の 効 率

化 を 上 げ る 。 解 決 策 と し て は 、  

１ ） 施 業 の 集 約 化  

面 的 ま と ま り の あ る 団 地 的 林 分 に お い て 、 路 網 整 備

と 間 伐 等 の 森 林 整 備 を 一 体 的 に 行 う 施 業 の 集 約 化 が 必

要 で あ る 。 集 約 化 を 図 る 制 度 と し て 森 林 経 営 計 画 が あ

る 。 市 町 村 に 認 定 さ れ 、 計 画 に 基 づ く 施 業 を 行 え ば 、

森 林 環 境 直 接 支 援 事 業 に よ る 支 援 を 得 る こ と が で き る 。



技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 
 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

計 画 作 成 面 積 は 、 民 有 林 の ３  割 程 度 な の で 、 今 後 制

度 を 広 く 周 知 し 面 積 を 増 や す こ と が 重 要 と 考 え る 。  

２ ） 低 コ ス ト な 作 業 シ ス テ ム の 普 及  

路 網 整 備 と 高 性 能 林 業 機 械 を 組 み 合 わ せ た 低 コ ス ト

な 作 業 シ ス テ ム の 普 及 を 図 る 。  

３  新 た に 生 じ る リ ス ク と 対 応  

経 営 の 効 率 化 を 図 る 上 で 新 た に 生 じ る リ ス ク 、 検 討

す べ き こ と は I C T の 導 入 で あ る 。 航 空 レ ー ザ に よ り 森

林 情 報 を 把 握 し て 生 産 計 画 の 策 定 や 高 性 能 林 業 機 械 の

一 部 自 動 化 な ど を 検 討 し て い く 。 ま た I C T を 活 用 し て

経 営 を 行 え る よ う 経 営 マ ネ ジ メ ン ト の 向 上 も 図 る 。  

４  必 要 な 要 件  

１ ） 技 術 者 と し て の 倫 理  

① 安 全 性 の 確 保  

業 務 を 進 め る 上 で は 、 公 衆 の 安 全 安 心 を 最 優 先 と し

て 遂 行 す る 。  

② 連 携  

S D G s は 様 々 な 主 体 と の 連 携 を 重 視 し て い る の で 、

関 係 者 と の 連 携 を 十 分 図 る こ と と す る 。  

２ ） 社 会 の 持 続 可 能 性  

① 社 会 コ ス ト の 抑 制  

ト ー タ ル コ ス ト を 縮 減 す る よ う 努 め る 。  

② 環 境 保 全  

社 会 環 境 自 然 環 境 へ の 負 荷 を 少 な く す る よ う 、 配 慮

す る 。  



問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～13-1 林業・林産～ 







選択科目       林業・林産 

技術士第二次試験 APEC-semi 答案用紙 

 

 
 

  

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

技術部門       森林部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－４  

木 材 を 建 築 に 使 用 す る た め 、 板 材 （ ラ ミ ナ ） を 接 着 剤

に よ っ て 接 着 し 、 強 度 を 担 保 し 構 造 部 材 と す る こ と を

エ ン ジ ニ ア リ ン グ ウ ッ ド と い い 、 構 造 用 集 成 材 や Ｃ Ｌ

Ｔ が そ れ に あ た る 。  

接 着 重 ね 材 と は 、 ラ ミ ナ の 巾 方 向 に 接 着 剤 を 塗 布 し 積

層 方 向 に 重 ね た も の で 、 特 徴 は 曲 げ ヤ ン グ 率 が 高 く 、

横 架 材 と し て 使 用 さ れ る 。  

接 着 合 せ 材 と は コ バ （ 厚 み ） 方 向 に 接 着 剤 を 塗 布 し 、

巾 は ぎ 方 向 に 面 的 に 接 着 す る も の で 、 面 的 な 強 度 を 有

す る 。  

接 着 重 ね 材 の 製 造 時 に は 、 ラ ミ ナ 毎 の ヤ ン グ 値 で 強 度

区 分 を 行 い 基 準 ど お り に 製 造 す る こ と 。 躯 体 と し て 使

用 す る 際 に は 必 要 強 度 に 安 全 係 数 を か け た 断 面 に す る

こ と 。  

接 着 合 せ 材 は  面 的 な 強 度 が 必 要 な た め 、 横 架 材 へ の

留 め 付 け に は 、 適 切 な 部 材 を 適 切 な ピ ッ チ で 使 用 し 正

し い 施 工 を 行 う こ と 。  





選択科目       林業・林産 

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

技術部門       森林部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－１   

（ １ ）  調 査 ・ 検 討 す べ き 事 項  

 

①  地 域 の 森 林 区 分 … 天 然 林 と 人 工 林 の 面 積 ・ 配 置

な ど を 調 査 す る 。  

 

②  地 域 の 希 少 生 物 種 の 存 在 … 生 息 が 確 認 さ れ た ら

人 為 を 加 え ず そ の ま ま に す る 場 合 が あ る た め 、 種

類 ・ 生 息 範 囲 な ど 調 査 す る 。  

 

③  地 域 の ニ ー ズ … 生 態 系 保 全 に つ い て 地 元 や 他 地

域 か ら の ニ ー ズ が あ る こ と と 、 同 時 に 地 元 産 業 か

ら の 木 材 生 産 の ニ ー ズ に つ い て 調 査 す る 。  

 

（ ２ ）  業 務 進 行 手 順 と 留 意 す べ き 点  

 

①  ゾ ー ニ ン グ  

調 査 し た 区 分 に 従 っ て 、 保 全 地 区 と 生 産 地 区 に ゾ

ー ニ ン グ す る 。 留 意 点 は 隣 接 地 区 や 流 域 全 体 も 視

野 に 入 れ て 検 討 す る 。 他 地 域 担 当 者 と 情 報 交 換 な

ど 連 携 を 図 る 。 他 部 署 （ 教 育 ・ 文 化 ） と も 連 携 を

図 り 、 総 合 的 な 判 断 を 心 掛 け る 。  

 

②  施 業 の 実 行  

我 が 国 の 人 工 林 は 伐 期 齢 に 達 し て い る 林 分 が 多 い 。

多 様 性 は 若 齢 期 に 減 少 す る た め 、 大 面 積 皆 伐 は 避
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

け 、 部 分 皆 伐 や 複 層 伐 で 多 様 性 を 維 持 し つ つ 施 業

を 実 行 す る 。  

 

（ ３ ）  関 係 者 と の 調 整 方 策  

 

多 様 性 の 保 全 に 関 心 が 生 じ る 場 合 、 保 全 と 利 用 で 意

見 の 対 立 が み ら れ 、 調 整 が 難 し い 場 合 が 多 い 。 行

政 ・ 市 町 村 ・ 研 究 機 関 ・ 業 界 ・ 市 民 団  体 で 「 多 様

性 と 木 材 利 用 の 評 議 会 」 を 立 ち 上 げ て 意 見 交 換 し 、

地 域 森 林 の 将 来 の あ る べ き 姿 を 共 に 創 り 、 調 整 を 図

る よ う に す る こ と が 望 ま し い 。  









 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～13-2 森林土木～ 





選択科目       森林土木 

技術士第二次試験 APEC-semi 答案用紙 

 

 
 

  

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

技術部門       森林部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－２  

保 安 施 設 地 区 制 度 の 概 要  

１ ） 指 定 の 目 的  

保 安 林 と 同 様 に 第 １  号 か ら 第 ７  号 ま で の 目 的 を 達

成 す る た め に 指 定 で き る 。  

２ ） 指 定 区 域  

治 山 事 業 を 実 施 す る 区 域 と す る 。 杭 を 設 置 し て 区 域

を 設 定 す る の で 形 状 は 原 則 、 多 角 形 と な る 。  

保 安 林 は 広 域 の 面 的 拡 が り を 持 っ て 森 林 の 公 益 的 機 能

を 期 待 す る の に 対 し て 、 保 安 施 設 地 区 は 事 業 を 実 施 す

る 区 域 の み と な る 。  

３ ） 指 定 期 間  

指 定 期 間 は ７ 年 と す る 。 ３ 年 ま で 延 長 可 能 。  

４ ） 施 業 要 件  

原 則 禁 伐 だ が 択 伐 も 可 能 で あ る 。  

５ ） 解 除  

事 業 を 廃 止 し た 時 か 、 施 設 を 撤 去 し た 時 。  

６ ） 保 安 林 へ の 転 換  

期 間 満 了 ま で に 必 要 な 調 査 を 行 い 、 森 林 で あ る も の

は 、 保 安 林 へ 転 換 す る 。  

転 換 す る 場 合 は 、 指 定 区 域 の 杭 を 復 元 し て 、 測 量 し

て 分 筆 登 記 を 行 う こ と と す る 。  

新 た な 当 該 地 番 を 起 こ し て 、 筆 単 位 で 転 換 す る の が

望 ま し い 。  

こ の 分 筆 測 量 登 記 が で き な い と 筆 の 一 部 指 定 と な り 、

適 正 な 管 理 を 行 う こ と が 困 難 と な る か ら で あ る 。  





選択科目       森林土木 

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

技術部門       森林部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－１   

１  長 寿 命 化 対 策 に つ い て 調 査 、 検 討 す べ き 事 項  

治 山 施 設 を 事 例 と す る 。  

長 寿 命 化 対 策 に お い て は 、 予 防 保 全 型 維 持 管 理 の 観

点 か ら 遂 行 す る こ と と す る 。 点 検 の 結 果 、 機 能 低 下 が

あ れ ば 早 期 の 段 階 で 予 防 的 な 補 修 を 行 う こ と で 、 低 コ

ス ト で 機 能 の 回 復 を 図 れ る か ら で あ る 。  

検 討 す べ き 事 項 は  

１ ） メ ン テ ナ ン ス サ イ ク ル の 構 築  

実 施 す る 基 準 が 未 整 備 と な っ て い る の で 、 今 後 メ ン

テ ナ ン ス サ イ ク ル の 構 築 を 図 る 必 要 が あ る 。  

２ ） 情 報 基 盤 の 整 備  

治 山 台 帳 は 記 載 内 容 が 不 十 分 な も の や 位 置 情 報 が 未

整 備 な も の が あ る 。  

今 後 は 、 情 報 の 電 子 化 を 図 る な ど 効 率 的 な 情 報 を 整

備 す る 必 要 が あ る 。  

２  長 寿 命 化 対 策 を 進 め る 手 順 と 留 意 事 項  

１ ） 机 上 調 査  

治 山 台 帳 、 森 林 G  I  S  、 グ ー グ ル ア ー ス に よ り 時

期 や 現 在 の 状 況 を 確 認 す る 。  

２ ） 現 地 踏 査  

現 地 に て 施 設 の 劣 化 状 況 を 調 査 す る 。 治 山 施 設 単 体

だ け で な く 、 周 囲 の 森 林 荒 廃 状 況 を 含 め て 、 流 域 と し

て の 機 能 の 低 下 の 有 無 を 判 断 す る こ と と す る 。  

３ ） 計 画 、 実 施  

① ト ー タ ル コ ス ト の 縮 減  
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

計 画 策 定 に 当 た っ て は 、 保 全 対 象 と の 位 置 関 係 に お

い て 、 被 害 を 与 え る リ ス ク 判 断 を 踏 ま え て 、 優 先 順 位

を 検 討 し て 計 画 を 策 定 す る こ と と す る 。  

② 人 材 の 育 成 、 確 保  

維 持 管 理 、 更 新 を 確 実 に 行 う た め に は 、 調 査 、 点 検 、

診 断 、 補 修 の 一 連 の 知 識 、 技 術 を 持 っ た 人 材 を 育 成 、

確 保 す る 必 要 が あ る 。 計 画 策 定 の 段 階 で 担 当 者 は こ れ

ら の 知 識 と 技 術 を 保 有 し て い る べ き で あ る 。  

当 福 島 県 で は 「 ふ く し ま M  E （  メ ン テ ナ ン ス エ キ

ス パ ー ト ） 」 と い う 資 格 制 度 を 設 立 し 、 技 術 者 の 育 成

確 保 に 努 め て い る と こ ろ で あ る 。  

③ 体 制 の 整 備  

補 修 、 機 能 強 化 に 係 る 工 事 は 、 発 注 規 模 が 小 さ く 収

益 性 が 低 い と い う 建 設 業 界 か ら の 指 摘 が あ る 。  

今 後 は 、 複 数 箇 所 を と り ま と め て 発 注 す る な ど ロ ッ

ト の 適 正 化 を 図 る こ と と す る 。  

３  関 係 者 と の 調 整 方 策  

県 、 市 町 村 、 地 元 所 有 者 、 利 用 者 当 の 関 係 者 に よ る

協 議 会 を 設 立 す る こ と を 提 案 す る 。  

定 期 的 に 協 議 会 を 開 催 す る こ と に よ り 、 地 元 所 有 者

等 の 要 望 意 見 の 集 約 や 修 繕 計 画 の 内 容 説 明 な ど が 効 率

的 に 行 え る か ら で あ る 。  

さ ら に 関 係 者 が お 互 い に 理 解 を 深 め る こ と が で き 、

効 果 的 な 事 業 と す る こ と が で き る 。  





選択科目        森林土木 

技術士第二次試験 APEC-semi 答案用紙 

 

 
 

  

技術部門        森林部門 

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－１ 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

１  山 地 災 害 対 策 を 巡 る 現 状 と 課 題  

１ ） 山 地 災 害 の 現 状  

近 年 は 、 毎 年 の よ う に 過 去 の 観 測 記 録 を 上 回 る よ う

な 豪 雨 や 短 時 間 強 雨 な ど の 極 端 現 象 が 頻 発 し て お り 、

森 林 の 高 齢 級 化 も 伴 っ て 山 地 災 害 の 発 生 形 態 が 変 化 し

て い る 。  

① 尾 根 付 近 の ０  次 谷 で の 崩 壊  

脆 弱 な 地 質 地 帯 に お い て ０  次 谷 を 含 む 山 腹 斜 面 が

同 時 発 生 的 に 崩 壊 。  

② 流 木 被 害  

壮 齢 林 が 発 生 源 と な り 、 斜 面 崩 壊 と と も に 流 下 し た

流 木 被 害 が 顕 在 化  

③ 土 石 流 被 害  

コ ア ス ト ー ン 等 巨 石 を 含 む 土 砂 が 渓 流 に 流 れ 込 み 、

渓 岸 浸 食 を 繰 り 返 し 、 規 模 拡 大 を 招 く 土 石 流 が 発 生 。  

④ 人 的 物 的 被 害 の 拡 大  

死 者 、 行 方 不 明 者 を 伴 う 山 地 災 害 の 激 甚 化 。  

２ ） 課 題  

① 事 前 防 災 と し て の 流 木 、 土 石 流 対 策 の 強 化 。  

② 生 命 を 守 る こ と を 第 一 と し た 避 難 体 制 の 整 備 。  

③ 既 存 の 治 山 施 設 の 機 能 強 化 、 長 寿 命 化 。  

２  対 策 の 基 本 的 な 方 向 性  

近 年 の 山 地 災 害 の 発 生 状 況 を 踏 ま え て 、 今 後 は 国 民

の 生 命 、 財 産 の 保 護 に 、 よ り 重 点 を 置 い た 山 地 災 害 対

策 が 求 め ら れ て い る 。  
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

１ ） 流 木 土 石 流 対 策  

従 来 、 山 地 災 害 対 策 は 、 荒 廃 森 林 を 復 旧 さ せ る こ と

に 主 眼 を 置 い て き た が 、 こ れ か ら は 未 然 に 山 地 災 害 を

防 止 、 軽 減 す る 事 前 防 災 の 取 組 み が 必 要 で あ る 。  

２ ） 避 難 体 制 の 整 備  

避 難 路 の 確 保 、 ハ ザ ー ド マ ッ プ や 山 地 災 害 危 険 地 区

の 住 民 へ の 周 知 、 防 災 意 識 の 普 及 な ど の ソ フ ト 対 策 の

強 化 を 図 る 。  

３ ） 既 存 治 山 施 設 の 機 能 強 化 長 寿 命 化  

既 存 の 治 山 ダ ム 等 の 治 山 施 設 に よ り 被 害 が 軽 減 さ れ

た 事 例 も 確 認 さ れ て お り 、 今 後 も 継 続 し て 機 能 を 発 揮

さ せ る 必 要 が あ る 。 そ の た め に は 早 期 に 補 修 補 強 、 更

新 を 図 っ て い く 。  

流 木 、 土 石 流 対 策 の 具 体 的 な 実 施 方 法 を 述 べ る 。  

保 全 対 象 と の 位 置 関 係 か ら 被 害 を 与 え る リ ス ク 判 断

を 踏 ま え て 以 下 の 対 策 を 行 う 。  

① 機 構 調 査  

航 空 レ ー ザ 測 量 等 の 調 査 分 析 に よ り 、 土 砂 崩 壊 の シ

ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 い 、 効 果 的 な 計 画 を 策 定 す る 。  

② 発 生 源 対 策  

今 後 想 定 さ れ る 崩 壊 の 規 模 、 形 態 に 応 じ た 山 腹 工 を

計 画 す る 。 ま た 、 根 系 や 下 層 植 生 の 発 達 を 促 す 森 林 整

備 を 行 う 。  

③ 流 下 区 域 対 策  

土 石 流 エ ネ ル ギ ー の 軽 減 を 図 る た め に 遮 水 型 治 山 ダ
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

ム を 階 段 状 に 配 置 す る 。 さ ら に 流 木 や 転 石 を 捕 捉 す る

透 過 型 治 山 ダ ム を 設 置 す る と 同 時 に 流 木 の 流 下 対 策 の

た め の 森 林 整 備 を 行 う 。  

④ 堆 積 区 域 対 策  

緩 衝 林 と し て の 機 能 を 果 た す よ う 、 肥 大 成 長 を 促 す

森 林 整 備 を 行 う 。 ま た 、 最 下 流 に は 基 幹 と な る 遮 水 型

治 山 ダ ム を 設 置 し 、 流 木 の 流 出 拡 大 防 止 を 図 る 。  

こ の よ う に 治 山 施 設 の 整 備 と 森 林 整 備 を 組 み 合 わ せ

た 取 組 を 行 う こ と に よ り 、 森 林 の 防 災 機 能 を 総 合 的 に

高 め る こ と が で き る 。  

３  実 施 上 の 懸 案 事 項 又 は リ ス ク  

１ ） ハ ー ド ソ フ ト 一 体 的 な 対 策  

前 述 し た よ う に 地 域 の 監 視 観 測 体 制 、 避 難 体 制 等 の

ソ フ ト 対 策 と 一 体 と な っ た 対 策 が 必 要 で あ る 。  

２ ） ト ー タ ル コ ス ト の 縮 減  

ト ー タ ル コ ス ト 縮 減 の 具 体 的 な 対 策 と し て は 、  

① 優 先 度 評 価 に よ り 効 率 的 な 執 行 を 行 う 。  

② 既 存 施 設 の 有 効 活 用 。  

③ 現 地 発 生 材 を 活 用 し た 工 法 の 検 討 。  

④ 拡 大 崩 壊 の 恐 れ が な い 箇 所 は 自 然 回 復 力 を 活 用 し た

工 法 を 検 討 す る 。  

３ ） 実 施 体 制 の 確 保  

多 様 な 施 工 条 件 に 対 応 で き る 知 識 と 技 術 を 持 っ た 治

山 技 術 者 の 育 成 確 保 が 必 要 で あ る 。 ま た 、 工 事 を 担 う

民 間 事 業 体 の 育 成 確 保 も 図 る 。  
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